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　2019年1月、当行初のインターネット支店「まほろば支店」を開設しました。
　同店は、インターネット上のバーチャル店舗として非対面で各種取引を完結さ
せるほか、奈良の魅力を発信し、全国の
奈良ファンの方々と奈良県の橋渡しを
するため、当行ならではの独自サービス
を提供してまいります。

　2019年3月、当行グループ会社の「南都まほろば証券株
式会社」が社名も新たに営業を開始しました。同社と当行の
連携により、それぞれの強みを活かしより質の高いサービ
スを提供してまいります。
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インターネット支店「まほろば支店」を開設

「南都まほろば証券」が本格始動

「生み出せ、南都。」～ショーウィンドーポスターを刷新 

　2019年4月、「お客さま本位のより質の高い営業活動」の
展開を目指し、当行の営業エリアを地域特性に応じ５つの
「ブロック」に編成した「ブロック・エリア営業体制」をスター
トしました。
　各ブロック本部に配置された本部長は、“地域経営者”と
しての役割を担い、地域ごとに多様化・個別化する課題やニ
ーズに応じた地域戦略の策定およびその実現に向けた企
画・立案を行い、地域金融機関として地域経済の活性化に
資する取組みを推進します。
　新体制のもと、法人のお客さまの経営の安定・成長に関す
る相談機能や、個人のお客さまの資産運用や相続信託等に
関する相談機能を一層強化してまいります。

　多くのお客さまに親しんでいただき、当行の目指していく姿をご理解いただく
ことを目的に、2019年5月、ショーウィンドーポスターを刷新しました。
　今回のポスターは、昨年度に打ち出した「壊せ、南都。」に続くもので、「常識」や
「固定観念」等を壊した後、新たな価値を生み出す銀行を目指す私どもの決意を
皆さまにお伝えするものです。
　モデルには、引続き奈良県出身の井阪郁巳氏（株式会社キューブ所属）を起用、
ポスターは、今後もテーマを変えて定期的に刷新してまいります。

新営業体制「ブロック・エリア営業体制」がスタート

　2019年5月、「東京支店」を現在の店舗から約400ｍ北の場所へ移転するとともに、
店舗名称を「東京営業部」へと変更しました。
　「東京支店」は1981年の開設以来、首都圏の
情報収集の拠点としての役割を担い、大企業との
取引を中心に営業展開し業容を拡大してまいりま
した。今後、「東京営業部」として、プロジェクトファ
イナンスへの取組強化、ＣＶＣファンドの投資先の
開拓、「市場運用部」との連携強化等、より一層の
営業力強化に努めてまいります。

「東京支店」を移転のうえ「東京営業部」へ名称変更

店舗の「窓口営業時間変更」に関するお知らせ

「健康経営優良法人2019～ホワイト500～」に認定されました

「子育て支援金」制度を新設

桜井支店　初瀬出張所、北山支店、十津川支店、
橋本支店　林間駅前出張所、高野山支店、
和歌山支店　和歌山北出張所、京田辺支店　三山木出張所、
名張支店　名張東出張所
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対象店舗変更日

9：00～15：00変更前

9：00～11：30　12：30～15：00
※11：30～12：30は窓口営業を休ませていただきます。変更後

窓口営業時間（平日）
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※本紙にて掲載する番号付アイコンは、国連の提唱するSDGsのアイコン（P15ご参照）

　2019年4月、地域社会の活性化と発展に貢献するため
「子育て支援金」制度を新設しました。同制度は子育て支援
を目的に、第三子が生まれた行員に50万円、第四子以降が
生まれた行員に100万円を支給する制度です。

　少子化が進展するなか、今後も出産・育児の環境整備を
一層支援することで、地域金融機関として地域社会の活性
化と発展に貢献してまいります。

　2019年2月、保険者と連携して優良な健康経営を実践す
る法人として、経済産業省および日本健康会議より「健康経
営優良法人2019（大規模法人部門）～ホワイト500～」に認
定されました。
　当行はこれまで、各種検診等の充実、ワークライフバラン
スの充実、職場・勤務時間中の喫煙禁止など、健康経営の実

践に向けたさまざまな取組みを行ってまいりました。
　今後もこうした取組みをより一層推進することで、より良
い職場環境を実現してまいります。

　地域のお客さまへのきめ細やかな金融サービスの提供と
業務の効率化を図る観点から、以下のとおり対応させてい

ただきました。ご不便をおかけしますが、何卒ご理解ならび
にご協力賜りますようお願い申しあげます。
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